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「
二
」
を
介
す
る
同

一
動
詞
反
復
形
式
の
史
的
考
察

今
昔
物
語
集
ま
で

山

口

康

子

①
道

邊
之

草
深
由

利

乃
花

咲
'示
咲
之
柄

二
妻
常

可

云
也

(万
七
⊥

二
五
七
臨
時
)

万
葉
集

巻
七

に

「古

歌
集

出
」

と
し

て
収

め
ら

れ

て

い
る
右

の
歌

の

「

花

咲
ホ

咲
」

の
部
分

に

つ
い
て
は
、

「
は
な

ゑ

み
に
ゑ

む
」

と
訓

む

こ
と

に
異
論

は
な

い
如
く

で
あ
蕊

。

こ
の

「
は
な

ゑ

み
に
ゑ

む
」

と

い
う

表
現

は

「
あ

た
か
も

花

の
咲
く

が
如

く

に
笑
む
」

の
意

で
あ

る
と
考

え

ら
れ

、

い
い
か
え
れ

ば

「
ハ
ナ

ヱ
ミ
と

い
う

状
態

で

ヱ
ム
」

こ
と
、

即
ち

「
ヱ

ム

状

態

が

ハ
ナ

ヱ
ミ
で
あ

る
」

こ
と

に
な

る
。

更

に

い
え

ば

「
ヱ
ム
と

い
う

動

作

が

ハ
ナ

ヱ
ミ
と

い
う

状
態

に
お

い
て
な
さ

れ

る
」

こ
と
、
即

ち

「
ヱ

ム
と

い
う

動

作

の
結

果

ハ
ナ

ヱ
ミ
と

い
う

状
態

を
現
出

す

る
」

こ
と

に
な

範
。

こ
う

考

え

て
く
る

と
、

こ
の
表

現
形

式

に
お

い
て
叙
述

の
力

点

は

「

二
」

に
下
接

す

る

「
ヱ
ム
」

に

で
は
な

く
む
し

ろ
上

接

「
ハ
ナ

ヱ
ミ
」

に

あ

る

か

に
思

わ

れ
て
く

る
。

と

こ
ろ

で
、
落

窪
物

語
に

次

の
用
例

を

み
る
。

②
殿

の
御
達

皆

か

へ
り
参

り

て
日
比

の
も

の
が

た
り
、

「
我
や

は

せ
し
」

と

の
給

ふ
事

を

か
た
れ

ば
笑

ひ

に
な

ん
笑

ひ
給

ひ
け

る

(巻
之
四
、
猟
ぺ
1
行
)

右

の
用

例

で

「
笑

ひ

に
な

ん
笑

ふ
」

は

「
大
笑

い
を
す

る
」
意

と
考

え

ら

れ
、
前

記
①

の
用
例

「花

咲
ホ

咲
」

の
如

く
考

え

る

こ
と
は

で
き
な

い
。

こ
の
場
合

は

「
ワ
ラ

フ
」

と

い
う

動
作

の
程
度

甚

だ
し

い
こ
と
、

又

は
継

続
も

し
く

は
反

復
を

示
し

て

い
る
と
思

わ

れ
、
蜻

蛉

日
記

に
み
る

「
泣

く

が
う

へ
に
又
泣

き
ま

ど

ふ
人
お

ほ
か

り
」

(上

・
斑
ぺ
9
行
)
と
同
趣

の
表

現

内
容

を
持

つ
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

一
般

に

「
に
」

を
介

し
て
同

一
動

詞

を

重

ね
、
強

調
す

る
語
法

な

ど
と
説

明
さ

れ
る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

更

に
、
宇
津

保
物

語

に
次

の
用
例

を

み
る
。

③

今
宮

、
何

心
も

な
く

、
た

.・
笑

ひ
に
笑

ひ
て
、

二
宮

に
這

ひ
か

・
り
給

へ
ば

(国
譲
下
細
べ
16
行
)

こ
の
例

で
は
程
度

副

詞
タ

ダ
を
上

接
し

て

い
る

が
、

こ

の
タ

ダ
は
前

掲

用
例

②
と
関

連
し

て

「
タ
ダ

ヒ
タ

ス
ラ

ニ
」

と
程
度

の
甚

だ
し

い
こ
と
を

表

わ

し

て

「
ワ

ラ

ヒ

ニ
ワ
ラ

フ
」

と

い
う

表
現

形
式

全
体

に

か
か

っ
て

い

る
と

考
え

る

こ
と
も

一
つ
の
考

え
方

と

し

て
可

能

で
あ

ろ
う

。

そ

の
反
面

こ
の
笑

い
の
内
容

を
考

え

る
と
、

当
才

の
今
宮

の
様

子

の
描
写

で
あ

る

こ

と
、

「
何

心
も

な
く
」

と

い
う

表

現
を
伴

な

っ
て

い
る

こ
と

を
考

え
あ

わ

せ

て
読

め
ば
、

笑

い
の
程
度

を

い
う

の
で

は
な
く

、
笑

い
の
性

質

「
無
心

一
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に
、
無

邪
気

に
笑
う

」

と

い
う
意

味

で
あ

る
と

も
考
え

ら
れ

る
。

即

ち

、

タ

ダ
は

「
タ

ダ
単
純

二
」

と

い
う

状
態

を
あ

ら

わ
す

と
み
る

こ
と
も

で
き

る
。

と
す

れ

ば
前
掲

用
例

①

の
如

く

「
タ

ダ
ワ

ラ

ヒ
と

い
う

状

態

で
ワ

ラ

フ
」

と

い
う

表

現

で
あ

る

こ
と
に
な

ろ
う

。

右

に
あ

げ

た
①
②

③

の
用
例

は

「
二
」

の
上
接

部
分

が

「
動
詞
連

用

形
」

か

「
連
用

形
よ

り
な

る
居
体

言
」

か

は
さ

て
お
き

、

「
二
」
を

挿

ん
で
動

詞

の
連

用

形

と
同
形
式

の
語
が
上

接
し

、
そ

れ

と
同

一
の
動
詞

が
下

接
す

る
点

に
お

い
て
共
通
し

た
表

現
形

式

で
あ

る
。

こ
う

い
う

「
二
」
を

介
し

て
同

一
動

詞
を
反

復
す

る
表

現
形

式

は
、
上

代

・
中
古

の
文
学

作
品

に

ど

の
よ
う

に
あ

ら
わ

れ

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

又

、
右

の
①

②
③

の
用
例

に

み

る
表
現

形
式

は
相

互

に
ど

の
よ
う

な
関

わ
り

を
持

つ
の
だ
ろ
う

か
。

私

は
先

に
、
今

昔
物

語
集

に
お
け

る

こ
の
表
現

形
式

の
様
相

を
考
察

し

た
が

(「今
昔
物
語
集
の
同
一
動
詞
反
復
形
式
管
見
ー
「に
」を
介
す
る
形
式
に
つ
い
て
ー
」
語
文
研

究
三
+
七
号
、以
下
拙
稿
①
と
略
称
す
る
。)
、
今
昔

物
語
集

に
お

い
て
は
右

用
例

③

の

表

現
形

式

が
圧
倒
的

に
多

く

、
右

用
例

①
②

の
表

現
形
式

は
そ

れ
ぞ

れ
全

用
例

の

一
割

程
度

で
あ

っ
た
。

こ

の
表

現
形
式

が
ど

の
よ
う

な

経
過

を
辿

っ
て
今
昔

物
語

集

の
そ

れ

に
辿

り

つ
い
た
も

の
か

、
本
稿

で
は
、
ま
ず

、

こ

の
表

現
形
式

の
今

昔
物

語
集

に
至

る

ま

で
の
変
遷

を
辿

っ
て
み

た

い
。

今

昔
物

語
集

に

お

い
て
は

こ

の
表

現

形
式

は
圧
倒

的

に
地

の
文

の
も

の

で
あ

っ
た
。

紙
幅

の
都
合

も
あ

り

、
ま
ず

さ

し
あ

た
り
本

稿

で
は
散

文
資

料
を

対
象

と
す

る

が
、
上

代

に
お

い
て
は
資

料

の
絶
対
量

が
少

な

い
上

、

そ

の
表
記

法

の
性
質

上

、
当
該

表

現
形

式

の
確
例
=

助

詞

「
二
」
を

明
記

し

て

い
る
例
ー

を
得

る

こ
と

の
困

難

が
、
特

に
散

文

に
お
け

る
用
例

検
出

の
困

難

が
予
想

さ

れ
る
。

調
査

の
結

果

は
そ

の
予
想

通

り

で
あ

っ
た

の
で

上
代

に

限
り
、

韻
文

・
散

文

の
別

を
問

わ
ず

、
見
出

し

た
全
例

を
考

察

の

対

象

に

し

た

い
。

(但
し
、
中
古
散
文
資
料
中
の
和
歌
は
対
象
と
す
る
。)

二

「
今
昔

物
語

集
ま

で
」

を
考

え
る
場

合
、

そ

の
成
立

年
代

が
必

ら
ず
し

も

明
確

で
は

な

い
の
で
正
確

に
限
界
を

定

め
る

こ
と

は
で
き

な

い
が
、
諸

説

ひ
と
し

く
院

政
初

期

と
み
る

こ
と

は
動

か
ぬ
も

の
と
考
え

、

一
応
、

一

一
一
○
年

(
天
永
元

年

)
を
目
安

に
し

て
そ

れ
以

前

の
成
立

と

み
な
さ

れ

る
和

文
資

料
を

調
査

の
対
象

と
し

た
。

説

話
文

学

に
お

い
て

は
、
特

に
今
昔

物
語
集

と

の
関

係
上

そ
れ

に
先
行

す

る
と
考

え
得

る
説
話

及

び
成
立

が

ほ

、ゝ
同

時
代

と
考

え
得

る
説

話

は
す

べ
て
調
査

の
対
象

と
し
旭
。

検

討

の
結

果
、

霊
異

記

・
日
本

往
生
極

楽
記

・
本
朝

法

華
験

記

は
表
記
法

の
関

係
上

直
接

の
対

象

と
な
し

得
ず

、
三

宝

絵

詞

・
地

蔵
菩
薩

霊

験
記

・
百
座

法
談

聞
書

抄

に
は
用

例
を

見
出

せ
な

か

っ
た
。

又
、
霊

異
記

の
訓
注

部
分

・
江
談
抄

の
仮

名
書

部
分

に
も

同
じ

く

用
例

を
見

出

さ
な

か

っ
た
。

従

っ
て
先

行

及
び

同
時
代

の
成

立

に
か

・
る

説
話

文
学

に

は
管

見

の
限

り

で
は

こ
の
表
現

形
式

は

一
例
も

見
出

せ
な

い

こ
と
に
な

る
。

上
代

・
中
古

に
関

し

て
は
、

こ
の
表
現

形
式

と
説

話
文

学

と

の
関
わ

り

は
な

い
と
考

え

て
よ

い
。

上

代
資

料

は
、
仮

名
書

の
部
分

を
有

す

る
可
能

性

の
あ

る
も

の
と
し

て

次

の
も

の
を

と
り
あ

げ
検
討

し

た
。

古

事
記

・
日
本

書

紀

・
万

葉
集

・
風

土
記

・
祝

詞

・
宣
命

・
古

代
歌

謡

中

古
資

料

は
、
歌
集

・
歌

合

・
歌
論
書

の
類
を

除
き

、
次

の
も

の
を

検

討
し

た
。

竹

取
物

語

・
伊
勢
物

語

・
平
中

物
語

・
大

和
物

語

・
篁

物

語

・
落
窪

物

語

・
宇

津

保
物

語

・
源
氏
物

語

・
狭
衣

物
語

・
夜

の
寝

覚

・
浜
松

中
納

言

一
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物
語

・
堤

中
納

書
物

語

の
物
語

、

土
佐

日
記

・
蜻

蛉

日
記

・
和
泉

式
部

日

記

・
紫
式

部

日
記

・
更
級

日
記

・
讃

岐
典

侍

日
記

の
日
記

、
枕
草

子

の
随

(9
)

筆

、
大
鏡

・
栄

花
物

語
上

巻

・
下
巻

の
歴

史
物

語
。

以

上

の
上
代

・
中
古

の
資
料

の
う

ち

、
風

土
記

・
堤
中
納

言
物

語

・
栄

花
物

語
下

巻

に
は
当

該

の
表
現

形
式

を
見

出

さ
な

か

っ
た
。

以

下
、
残

り

の
上

代

六
資
料

、
中

古

二
十
資

料

に
見
出

し

た
用
例

に

つ
い
て
検
討
す

る
。

用
例

の
抽

出

は
も

っ
ぱ

ら
通
読

し

て
抽

き
出
す

方
法

に

よ

っ
た
。

見
落

し

も
多

々
あ

る

と
思
う
。

お
教

え
を
乞

い
た

い
。

三

先

に

、

今

昔

物

語

集

に

お

け

る

こ

の

表

現

形

式

を

基

に

、

次

の
第

一
表

の

如

く

表

現

形

式

の

類

型

を

分

類

し

、

類

型

番

号

を

つ

け

た

。

(詳
し
く
は

拙
稿
①
参
照
)

*
下
欄

の

「例
」
は
説
明
の
便
の
た
め
、
今
回
新
た
に
つ
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
現
形

式
に
も

っ
と
も
多
く
用

い
ら
れ
る
「泣
ク
」を
用
い
て
各
類
型
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
た
。
但
し

ナ
キ
マ
ド
ブ
・ワ
ラ
ハ
ナ
キ
な
ど
の
話
は
実
際
の
用
例
を
見
出
す
話
で
あ
る
。

*
類
型
番
号
1
、
H
の
分
類
基
準
は
、
拙
稿
①
に
お
い
て
は
、
今
昔
物
語
集
の
用
例
に
基
づ
い
て

タ
ダ
の
有
無
に
し
た
が
、
今
回

「程
度
副
詞
上
接
の
有
無
」
と
し
て
一
般
的
な
基
準
に
し
た
。

蔀
右
の
二
点
以
外
は
、
拙
稿
①
28
ペ
ー
ジ
の
分
類
表
の
再
掲
で
あ
る
。

今
昔

物
語
集

で
は
、
類

型

4

「
ナ

キ

ニ
ナ

キ

マ
ド

ブ
」

型

の
表
現

形
式

は

み
ら
れ
な

か

っ
た

が
、
そ

れ
以
外

の
す

べ
て

の
用
例
を

見
出

し

た
。

但

し
、
全

一
二
三
例

の
用
例

は

圧
倒
的

に
類

型

1

「
タ
ダ

ナ
キ

ニ
ナ

ク
」
型

に
集
中

し

、
今
昔

物
語
集

に
お

い
て
は
類

型

1
が
基

本
的

な
表

現
形

式

で

あ
る

と
考

え
ら

れ
た
。

上
代

・
中

古

の
文
学

作
品

に
あ

ら
わ

れ
る

こ

の
表

現

形
式

は
、

こ

の
第

一
表

に
あ

げ
た
類

型

の
中

に
収
ま

る

で
あ

ろ
う

か
。

類

型

1

「
タ

ダ
ナ
キ

ニ
ナ

ク
」

型

へ
の
集
中

は

一
般

的
な

現
象

な

の

で
あ

ろ
う

か
。

検
討

の
対

象

と
し

た
上
代

六
資
料

・
中

古
二
十

資
料

に
見
出

し
た
全

二

○
三
例

を

こ

の
類

型

に
従

っ
て
分
類

し
、

次
頁

の
第

二
表

に
示
す

。

〈第

二
表

に

つ

い
て

の
説

明
〉

①
表
現
形
式
の
類
型
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
番
号
順
に
並
べ
た
第

一
表
に
は
従
わ
ず
、
史
的
な
経

過
を
み
や
す
く
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
上
代
資
料
に
用
例
の
多
い
類
型
か
ら
順
に
並
べ
る
方

表一第(

類

型

番

号

謙
-
鋸もと

式
を
形

Ⅱ
詞

い

副
な
度
わ
程
な

Ⅲ
綴順
脇

12345678

表

現

形

式

鍔

+
動

詞
連
用
形
(
A
)+

二
+
同

一
動
詞

(B
)

タ
ダ
+
動
詞
連
用
形
(
A
)
+

ニ
+
A
を
含
む
複
合
動
詞

(B
)

動

詞
連

用
形
(
A
)+

ニ
+
同

一
動
詞

(B
)

動

詞
連
用
形
(
A
)+

二
+
A
を
含

む
複
合
動
詞

(B

)

複
合

動
詞
連
用
形
(
A
)
+

二
+
A
の
第

二
項

の
動
詞

(B
)

複
合

動
詞
連
用
形
(
A
)
+

二
+
A
の
第

二
項
を
含

む
複
合

動
詞
(B

)

動

詞
以
外

の
用
言

+

二
+
同

一
用
言

+
動
詞
ナ

ル

名

詞
+

二
+
同

一
名
詞

+
動
詞

ス

例

タ
ダ
ナ
キ

ニ
ナ
ク

タ
ダ
ナ
キ

ニ
ナ
キ

マ
ド

ブ

ナ
キ

ニ
ナ
ク

ナ
キ

ニ
ナ
キ

マ
ド
ウ

ワ
ラ

ハ
ナ
キ

ニ
ナ
ク

ワ
ラ

ハ
ナ
キ

ニ
ナ
キ

マ
ド

ブ

針
を
と
っ
た
。

②
と
り
あ
げ
た
上
代

・
中
古
の
計
二
十
六
資
料
を
、
年
代
順
に

配
列
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
も
あ
り
、
平
面
的
な
配

列
は
不
可
能
で
も
あ
る
が
、
一
応
、
「新
版
日
本
文
学
史
8
、年

表
」(至
文
堂
)
の
記
述
に
従
っ
て
配
列
し
た
。成
立
年
代
に
諸

説
あ
る
場
合
は
、
も
っ
と
も
早
い
年
次
に
位
置
せ
し
め
た
。

③
上
代
資
料
の
う
ち
、
古
代
歌
謡
(琴
歌
譜
採
録
の
4
例
)
の
用

例
は
、
う
ち
3
例
ま
で
が
記
紀
歌
謡
と
の
重
複
例
で
あ
る
の

で
記
紀
の
次
に
　

い
た
。
又
祝
詞
の
3
例
は
、出
雲
国
造
神
賀

ニー3一



「「

古日古万祝宣

事

記

本

書

記

代

歌

謡

葉

集詞命

竹

取

物

語

篁

物

語

平

中

物

語

伊

勢

物

語

土

佐

日

記

大

和

物

語

蜻

蛉

日

記

落

窪

物

語

宇

津

保

物

語

枕

草

子

源

氏

物

語

和
泉
式
部
日
記

紫

式

部

日

記

大

鏡

栄

花

物

語

上

狭

衣

物

語

夜

の

寝

覚

浜
松
中
納
言
物
語

更

級

日

記

讃
岐
典
侍
日
記

計合考参

上
代

小
計

中
古

小
計

今
昔
物
語
集

古
本
説
話
集

平
家

物
語

一
14
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詞
及
び
、
水
月
晦
大
祓
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
祝
詞
の
中
で
も
、
も

っ
と
も
古
い
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
宣
命
は
、
第
五
十
九
詔
の
例
で
あ
り
、
天
応
元
年

(七

八

一
年
)
四
月
三
日
の
日
付
が
あ
る
。

④
上
代
資
料
に
み
る
用
例
は
、
表
に
み
る
通
り
、
延
べ
30
例
で
あ
る
が
、
重
複
用
例
で
あ
る
の
で

実
質
は
拠
例
で
あ
る
。

(詳
し
く
は
、
後
述
の
拙
稿
②
参
照
)

⑤
上
代

・
中
古
に
見
出
し
た
用
例
、
計
二
〇

二
例
は
、
す
べ
て
、
拙
稿
ω
で
作
成
し
た
第

一
表
の

分
類
項
目
に
収
ま

っ
た
。

「そ
の
他
」
の
欄
は
、
参
考
欄
に
あ
げ
た
、
平
家
物
語
の
用
例
の
た

め
で
あ
る
。

⑥
表
中
、
類
型
番
号
-
欄
の
数
字
の
う
ち
、
0
で
囲
ん
で
い
る
も
の
は
、
タ
ダ
以
外
の
程
度
副
詞

上
代
用
例
で
は
イ
ヤ
、
今
昔
用
例
で
は
マ
タ
お
よ
び
イ
ヨ
イ
ヨ
を
伴
な
う
も
の
で
あ
る
。

⑦
表
中
、
会
話
文
欄
の
数
字

の
う
ち
、
○
で
囲
ん
で
い
る
も
の
は
、
和
歌
、歌
謡
の
用
例
で
あ
る
。

⑧
表
中
の
数
字

の
う
ち
、
△
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
、

「
ニ
」
を
介
し
て
、
上

・
下
接
動
詞
が
直

接
せ
ず
、

「
ニ
」
と
B
項
と
の
間
に
他
の
語
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

⑨
表
中
の
数
字

の
う
ち
0
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
、

「
ニ
」
以
外
の
助
詞
、
例
え
ば
、
ノ
ミ
な

ど
を
伴
な

っ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

⑳
表
中

の
数
字
は
用
例
数
を
示
す
。
合
計
欄
で
は
、
地
の
文

・
会
話
文

・
歌
、
の
別
だ
け
が
分
る

よ
う
に
集
計
し
た
。

第

二

表

に

よ

っ
て

分

る

と

お

り

、

古

事

記

か

ら

今

昔

物

語

集

に

い

た

る

四

百

年

間

の

こ

の
表

現

形

式

の

散

文

資

料

に

お

け

る
推

移

は

、

は

っ
き

り

し

た

一
つ

の
傾

向

を

認

め

る

こ

と

が

で
き

る

。

勿

論

、

多

少

の
出

入

り

は

あ

る

が

、

大

筋

を

つ
か

ん

で

そ

の
流

れ

の

跡

を

辿

っ
て

み

よ
う

。

ま

ず

上

代

に

お

け

る

様

相

を

み

る

と

、
記

紀

の
世

界

で

は

類

型

5

・
6

の

表

現

形

式

「
ワ

ラ

ハ
ナ

キ

ニ
ナ

ク

」

「
ワ

ラ

ハ
ナ

キ

ニ
ナ

キ

マ
ド

ブ

」

型

、

例

え

ば

、

「
下

泣

き

に

泣

く

」

(記

歌

謡

83

「斯

多

那

岐

爾

那

久

」

紀

歌

謡

71

「
資

移

灘

企

還

奈

匂

」

)

の

よ
う

な

形

式

し

か

見

出

せ

な

い
。

万

葉

集

以

降

に

な

る

と

類

型

3

「
ナ

キ

ニ
ナ

ク

」

型

の
表

現

形

式

、

例

え

ば

「
く

る

ひ

に

く

る

ひ

お

も

ほ

ゆ

る

か

も

」

(万
四
ー
七
五

一
、
家
持
、「久
流

比
赤
久
流
比
」)
の
如

き

が
あ
ら

わ
れ

、
さ

ら

に
、
程
度

副

詞
イ

ヤ
を
上

接
す

る
形
式

、
例

え

ば

「
い
や
継
ぎ

に
継

が
む

と
」

(宣
命
第
五
十
九
詔

・
「彌
継

爾
将
継
止
」)
が
あ

ら
わ

れ
て
く

る
。

こ
こ
に
あ
げ

た

用
例

で

い
え
ば
、

「
下

泣
き

に
泣
く

」

の
如
く

、

B
項

「
泣
く

」
を
含

み

こ
む

よ
う

な

形

で

「
泣

く
」

状
態

、
即

ち

「下

泣
き

」
と

い
う

状
態
を

提

示
す

る
表
現
法

で
あ

っ

た
も

の

が
、
単

に

「
二
」
を
介

し

て
同

一
動

詞

「
狂

ふ
」
を

重

復

さ

せ
、

「
狂

ふ
」

と

い
う

状
態

の
累
加

・
反
復

・
継
続

を
あ

ら

わ
す
も

の
と
し

て

表

現

さ
れ

る
よ
う

に
な

り
、

更

に
、
そ

の
力
を

一
層

強

め
る

イ

ヤ
の
如
き

程
度

副
詞

を
上

接
す

る
に
至

っ
た

も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

上
代

で
は
用
例

総
数

が
少

な

い
が
、

そ
れ

に
し

て
も

用
例

が
類
型

5

・

6

の
表

現
形

式

に
偏
り

(
全

30
例

の
う

ち

20
例

)
、
類
型

1

・
2

・
3

が

少
な

い

(
い
ず

れ
も

3
例
程
度

)
こ
と

は
否

め
な

い
。

類

型

4
、
及

び

7

・
8
の
表
現

形
式

は
見

出

せ
な

い
。

次

に
中
古

へ
の
移
り

方

お
よ
び
中

古

で

の
分

布

の
様
相

を

み
よ
う
。

ま
ず

、
上

代

に
特
徴

的

で
あ

っ
た
類

型

5

・
6

「
ワ

ラ

ハ
ナ

キ

ニ
ナ
ク
」

「
ワ

ラ

ハ
ナ
キ

ニ
ナ
キ

マ
ド

ブ
」

型

の
用
例

は
、
中

古

に
入

る
と
減

少
し

て

い
る
。

そ
れ

で
も
平

安
前

期

に
は

い
く

ら

か
み

ら
れ

る
が
、

枕
草

子
以

降

は
栄

花
物

語
上

に

二
例
を

見
出
す

の
み

で
、

以
後

今
昔

物
語
集

ま

で
用

例

を

み
な

い
。

類
型

3

「
ナ

キ

ニ
ナ

ク
」
型

の
表

現
形

式

に

つ

い
て

み
る

と
、
上

代

で

も

万
葉

集

に
三
例

(う

ち

二
例

は
家

持

の
歌

)
を
見

出
し

た

の
み

で
あ

り

中

古

で
も
多

い
と
は

い
え
な

い
が

、
そ

れ

で
も

、
類

型

5

・
6
よ
り

は
多

い
。

類

型

3

の
例

「
ナ

キ

ニ
ナ
ク
」

の
如

く
、

「
二
」
を

介
し

て
上

・
下

接

の
動

詞

が
直
接
す

る

表
現
形

式

は
、
結

局
、

蜻
蛉

日
記

・
落
窪

物

語
、

宇

津
保

物
語

の
三

作
品

に
し

か
見
出

せ
ず

、
他

は

、
第

二
表

に
み
る

如
く

一15一



中

古
初

出
例

の
土
佐

日
記

の
「
み
つ
な

け
れ

ば
ゐ

ざ
り

に

の
み
ぞ

ゐ
ざ
る

」

(54
ぺ
8
行
〉
、

以
来

「
な

き

に
の

み
な
き

た
ま

へ
ば
」

(源
氏
物
語
・
柏
木
四
29

ぺ
14
行
)
、

「
さ

・
め
き

に

こ
そ
さ

・
め

け
」

(大
鏡
四
、
m
ぺ
-
行
〉
、
「
泣

き

に

の
み
泣
き

給

て
」

(浜
松
中
納
言
物
語
、
五
、
柵
ぺ
3
行
〉
の
如
く

、

ノ
ミ

、

コ

ソ
な

ど
を
更

に
加

え

て
強
調

の
度

を
強

め

て

い
る
。

又

、

こ
の
よ
う

に

「
に
」
以

外

の
助

詞
を
更

に
添
加

し

て

い
る
用
例

は

上

代

に
は
見

出

せ
な
か

っ
た

の
で
、
そ

の
面

か
ら

い
え
ば

、
前
述

の
土
佐

日
記

の
用
例

が
初

出
例

で
あ

る
。

次

に
類
型

4

「
ナ
キ

ニ
ナ

キ

マ
ド

ブ
」

型

は
、
今
昔

物
語

集

に
も
例

を

み
な

か

っ
た
が
、

上
代

・
中
古

を
通

し

て
も
き

わ

め
て
稀

で
、
宇

津
保

物

語

の
次

の

一
例
を
僅

か

に
見
出

す

の

み
で
あ

っ
た
。

●
雪
を
戴

き

た

る
や
う

な
る
娼

翁

這

ひ
に
這

ひ
来

て

(蔵
開
上
、
二
獅
ぺ
5
行
)

次

に
、
表

現
形
式

I
、
程
度

副

詞
を

上
接
す

る
表

現
形
式

を

み

て
み
よ

う
。

こ

の
形

式

は
、
上

代

に
お

い
て
は

万
葉
集

以
降

七
例

を
数

え
る

こ
と

が

で
き

る

が
、
そ

の
う

ち
五
例

ま

で

が
イ

ヤ
を

伴
な

っ
て

い
る
。

し

か
る

に
中
古

に
入

っ
て
は
、

わ
ず

か

に
伊

勢
物

語

の
歌

の
用
例

に
、

次

の
二
例

を

見
出

す

の
が
、
中

古

を
通

じ

て
イ

ヤ
を
伴
な
う

全

て
の
例

で
あ

る
。

●
芦
辺

よ
り

満
ち
来

る

潮

の

い
や

ま
し

に
君

に
心
を
思
ひ
ま
す
か
な
(三
十
三
段
)

こ
の
歌

は
、
万

葉
集

六

一
七

・
山

口
女
王

「
あ
し

べ
よ

り
満

ち
く

る
潮

の

い
や
ま
し

に

お
も

へ
か
君

が
忘

れ

か
ね

つ
る
」

の
上
句

を
そ

の
ま

ま
と

っ
た
も

の
で
あ

り
、
更

に

、

こ
の
万
葉

歌

は
、
古
今

和
歌

六
帖

に
は

「
芦

間

よ

り
満
く

る
潮

の
彌

ま
し

に
思

は
ま

せ

ど
あ

は

ぬ
君
哉

」

(第
三
・
し
ほ
・

や
ま
ぐ
ち
の
女
わ
う
)
と
伝

え

ら
れ

て

い
る
。

少

な
く

と
も

「
シ

ホ
ノ
イ

ヤ

マ

シ

ニ
」

と

い
う
表

現

が
上
代

の
も

の
で
あ

る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

古

体

「
イ

ヤ
を
伴

な
う

形

式
」

が
中

古
、

伊
勢
物

語

に
あ

ら
わ
れ

る
理
由

は

こ
れ

に

つ
き

よ
う
。

(他
の
一
例
は
、
末
尾
付
記
-
に
示
す
。)

又

、

こ

の
伊
勢

物
語

の
歌

の
場

合

「
い
や

ま
し

に

…
…
ま
す

」

の
表

現

形
式

と

み
る
た

め

に
は

「
君

に
心

を
思

ひ
」

と

い
う

部

分

が
中
間

に
挿

入

さ
れ

て

い
る

と
み
な
け

れ

ば
な
ら
ず

若
干

の
無

理

は
あ

る

が
、

「
い
や

ま

し

に
…
…

ま
す

」

と

い
う
意

味

の
か

・
り
方

は
確

か

に
あ

る
と
認

め

て
用

例

と

し

て
拾

っ
た
。
但

し

、

こ
の
よ
う

な
形

式

、
即

ち

「
ニ
」

と
下
接

動

詞

と

の
間

に
他

の
語
句

が
挿

入
さ

れ

る
形
式

は

、
上

代
用
例

に
こ
そ

か
な

り
多

く

み
ら

れ
た
も

の
で
あ

る

が

(延
べ
30
例
の
う
ち
の
11
例
)
、
第

二
表

で
分

る

と
お

り
、
中

古

に
入

っ
て
か

ら
は
殆

ん

ど

み
ら
れ
ず

、

伊
勢
物

語

の
こ

の
歌

の
用
例

の
他

に
は
、

大
和
物

語

に

一
例

「
こ
れ

を
思

ひ
死

に
傍

に

ふ

せ
り

て
死

に
け

り
」

(謝
ぺ
5
行
〉
、
宇
津

保
物

語

に

一
例

「
た

"
泣
き

に
⇒

二

の
御

の
袖

の
し

と

、・
に
な

り

ま

で
泣

き

給

ふ
」

(⇔
伽
ぺ
2
行
)、
枕

草
子

に

一
例

「
た

f
い
ひ
に

ぐ

る

し
き

こ
と

ど
も

な

ど

つ
く

ろ

は
ず

い

ふ
に
」

(四
九
段
96
ぺ
2
行
)
の
わ
ず

か
計
三
例

を

見
出

す

の

み
で
あ

る
。

枕

草

子
以
後

は

今
昔
物

語
集

に

い
た

る
ま

で
用
例

を

み
な

い
。

最

後

に
、
表

現
類

型

1

・
2

「
タ

ダ
ナ

キ

ニ
ナ

ク
」

「
タ

ダ
ナ

キ

ニ
ナ

キ

マ
ド

ブ
」

型
、

今
昔
物

語
集

に

お

い
て
圧
倒

的

に
用
例

の
集

中

を

み
た

タ

ダ
を

伴
な
う

表

現
形
式

に

つ
い
て
み

て
み
よ
う

。

上
代

に

み
ら

れ
た
タ

ダ
を
伴

な
う

表
現

形
式

の
例

は
、
ま

ず

万
葉

集

の

「
は
ゆ

ま

ち
に

ひ
き

ふ
ね
わ

た
し

た
だ

の
り

に

い
も
は

こ
こ
ろ

に

の
り

に

け

る

か
も
」

(直
乗
示
妹
情
ホ
乗
来
鴨

・
万
十
一
ー
二
七
四
九
、
寄
物
陳
思
)
が
あ

る
。

程

度
副

詞

を
伴
な
う

表

現
形

式

I

の
、

上
代

に
お

け

る
用
例

六
例

の
う

ち

五
例

ま

で
が
期

を
伴

な

っ
て

い
る

こ
と
、
先

述

の
と
お
り

で
あ

る
。

し

か
る

に
、

こ
の
例

は

、
右

に
み

る
如
く

、

「
に
」

を
介

し

て
上

・
下
接
動

詞
が

直
接

し

て

い
る

わ
け

で
は

な
く

、
類

型
1

「
タ
ダ

ナ
キ

ニ
ナ

ク
」
型

「16二



の
表

現
形

式

は
ま

だ
固
定

し

て

い
な

い
。

(全
二
例
の
う
ち
他
の
一
例
は
付
記
2
〉

類

型

1

「
タ

ダ
ナ

キ

ニ
ナ
ク
」

型

の
厳

密

な
意

味

で

の
初

出
例

は

、
中

古

に
入

っ
て
、

竹
取
物

語

の
例

で
あ
り

、

「
心
地

た

"
痴

れ

に
痴

れ

て
」

(63
ぺ
7
行
)
、

「
た

"
開

き

に
開
き

ぬ
」

(磁
ぺ
6
行
〉
と
、
い
ず

れ

も

か
ぐ
や

姫

昇
天

の
場

に
相

接

し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
。

竹
取
物

語
以

降
、
中

古

に

お
け

る

こ

の
表

現
形
式

の
分
布
状

態

は
、
時

期

と
し

て
は
平

安
中

期
、

落
窪
物

語

・
宇
津

保
物

語

・
枕
草
子

・
源
氏
物

語

の
あ

た
り
、

十
世

紀
末

か
ら

十

一
世
紀
初

頭

に
集
中

し
、
表

現
類

型

と

し

て
は

、
1

・
2

「
タ
ダ

ナ
キ

ニ
ナ

ク
」

「
タ

ダ
ナ
キ

ニ
ナ

キ

マ
ド

ブ
」

型

に
集
中

し

て

い
る

こ
と
が

、
第

二
表

に
よ

っ
て
明
ら

か

で
あ

る
。

な

お
、
A
項

が
動

詞
以

外

の
形
式

・
類

型

Ⅲ
リ

7

・
8

に

つ

い
て

は
、

枕

草
子

に

「
た

"
あ

し

に
あ

し
う

な

る

に
」

(三
○
六
段
・
錨
ぺ
2
行
)
を
見

出

し

た

の
が
、

上
代

・
中
古

を
通

じ

て
唯

一
の
例

で
あ

る
。

以
上

の
如

き
分

布

の
諸
相

を
通
覧

す

る
と
、

こ
の
表

現
形

式

は
、

十

一

世

紀
初

頭

・
枕
草

子
あ

た
り

を
境

と
し

て
、

そ

の
本

地
た

る
状
態

の
提

示

性

を
失

な

い
、
全

く

の
述
部

強
調

表
現

と
し

て
程
度

の
甚

だ
し

い
こ
と
を

示
す
表

現

へ
と
変

質
し

て

ゆ
く

か
に
う

か

が
わ
れ

る
。

先

に

み
て
き

た
如

く
、
表

現
形

式

と
し

て
は

、

「
に
」

の
下
接
動

詞

と

の
間

に
他

の
語
句

を

挿

入
す

る
形

式

(第
二
表
中

△

を
つ
け
た
用
例
〉

は
、

枕
草
子

で

一
応
終

り
、

形
式

的

に

「
タ

ダ
ナ

キ

ニ
ナ
ク

」

の
型

に
固
定
し

て
ゆ
く

経

過
が
う

か

が

わ
れ

た
。

以

上

の
経
過

を
分

り
や
す

く

図
式
化

し

て

み
る
と
下

の
通

り

で
あ

る
。

先

に
私

は
、

こ
の
よ
う

な
表

現
形
式

の
成

立
要

因
を

考
察

し

て
み

た
が

(「上
代
に
お
け
る
同
一
動
詞
反
復
形
式
ー
二
を
介
す
る
形
式
の
成
立
要
因
に
つ
い
て
」
長
崎
大
学

教
育
学
部
人
文
科
学
紀
要
24
号
、
拙
稿
②
と
略
称
す
る
。)
、

下
図

に

み
る
用
例

分
布

の

様

相

は

、

類

型

5

・
6

の
型

を

成

立

射

に

み

た

原

形

で

あ

る

と

考

え

る

(

詳
し
く
は
拙
稿
②
参
照
)

こ

と

を

否

定

し

な

い

の

み

な

ら

ず

、

む

し

ろ

積

極

的

に

そ

の
考

え

を

支

え

る

も

の
と

も

考

え

ら

れ

る

。

*
表
中
、
実
線
で
確
実
な
用
例
を
、
点
線
で
例
外
的
な
用
例
も
し
く
は
、
や

ゝ
変
形
的
な
用
例

の
存
在
を
示
し
た
。
単
発
的
な
孤
立
例
は
●
で
示
し
た
。

中

古

に
入

っ
て
作

品

の
言
語
量

に
比

し

こ

の
表

現
形

式

が
目

立

っ
て
多

い
の
は
、
落
窪

物
語

の
二
三
例

、
宇
津

保
物

語

の
三

九
例

、
枕
草

子

の

一

六
例
・

栄
花

物
語

上

の
二
八
例

な
ど

で
あ

る

煽
軒

こ
れ
ら

の
作

品

に
共
通

す

る

の
は
叙

事
文

学

と

い
う

性

格

で
あ
ろ
う

。
作

品

の
ジ

ャ

ン
ル
は
、
物

語

・
随

筆

・
歴
史

物
語

と
わ

か
れ

る
が
、

い
ず

れ
も

中
古

文
学

の
中

で
は

著
し
く

叙
事

性

の
強

い
作

品

と

い
え

る
。

好
情

を
否

定
す

る

と
ま

で
は

い

わ
な

い
に
し
ろ

そ
れ

と

の
対
極

の
よ
う

な

形

で
構
築

さ

れ
た

か

の
如

き
趣

一
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き
を

い
ず

れ
も
持

っ
て

い
る
。

叙
事

と

い
っ
て
も
単

な
る
記

述

に
な

る
時

こ
の
表
現

形
式

が

み
ら
れ

な

い

こ
と
は
、

栄
花
物

語

の
上
巻

二
八

例
、

下

巻
な

し
、

と

い
う

用
例

の
あ

ら

わ

れ
方

が
そ

の
間

の
事

情
を

明

ら
か

に
し

て

い
る
と
思

わ

れ
る
。

こ
の
表

現
形
式

は
あ
く

ま

で
も

文
学

的
表

現
な

の

で
あ

る
。

又

、
同
じ

く
用

例
数

が
比

較

的
多

い
と

い

っ
て
も

、
落
窪

・
宇

津
保

の

用
例

は
会
話

文
中

の
用

例

の
比
率

が
大

き

い
の
に
対
し

て
、

枕

・
栄

花

で

は
殆

ん
ど
地

の
文

の
用

例

で
あ

る
。

枕
草

子

は
作

品

の
性
質

上
会
話

文

が

少

な

い
が
、

栄
花

物
語

に

は
か

な
り
直

接
話

法
会

話
文

が

み
ら
れ

る

の
に

二
七
例

中
、

会
話

文

の
用
例

は

た

.・
一
例

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
今

昔
物

語

に

お
け

る
様
相

と
相

通
じ

る
も

の
で
あ

り
、
栄

花
物

語

の
あ

た

り
か

ら

一
つ
の
転

換

期

が
き
ざ

し

て

い
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

四

上
代

・
中
古

作

品

に
み

た
以
上

の
流

れ

は
、
そ

の
ま

ま
今
昔

物
語

集

に

持

ち

こ
ま
れ

て

い
る

こ
と
、

拙
稿

①

で
明

ら
か

で
あ
る

が
、

源
氏
物

語

と

ほ

.・
同
量

の
言
語
量

を

も

つ
資
料

と
し

て

は
、
桁

ち

が

い
に

用
例
数

が
多

い

こ
と
で
今
昔

物
語

集

の
特

異
性

は
否

み
得

な

い
。

こ
の
表
現

形
式

に

つ

い
て
考

え
る
場

合

、
上
代

か
ら

の
流

れ
が

、
落
窪

・
宇
津

保

・
枕
草

子

の

あ

た
り

で

一
つ
の
屈

折

点
を
持

っ
た

と
す

れ
ば
、

今
昔
物

語
集

は
、

一
つ

の
大

き
な

転
局

点

に
立

つ
も

の
か
も
知

れ
な

い
。

こ
の
点

は

、
今
昔

物
語

集

以
後
を

同
様

に
検

討

し
た

上

で
な
け

れ

ば

い
え

な

い
が
、

そ

の
よ
う

に

考

え
う

る
理
由

と
し

て

は
、
参

考

と
し

て
第

二
表

の
末
尾

に
あ

げ
た

、
古

本

説
話
集

・
平

家
物

語

の
用
例

の
状
態

が
あ
葵

。

枕
草

子
以
降

、
栄

花
物

語

に

二
例

を

見
出
す

の
み

で
今
昔

物

語
集

に

お

い
て
も
決

し
(蚊
多

い
と
は

い
え
な

い
類

型

5

の
表

現

形
式

が
、
古

本

説
話

集

で
十

一
例
中

の
二
例

を
占

め

る

こ
と
は
、

更

に
百
年

ほ
ど
を

へ
だ

て
る

平
家
物

語

に

お
け

る
傾

向

と

つ
な

が

る
と
考

え

ら
れ

る
。

こ

の
点

は

こ

こ

で

は
詳
述

し
な

い
が

、
平
家

物
語

で
は
、

こ

の
分

類
表

で
は
収

め
ら

れ
な

い
新

し

い
形
式

が
二
例

見
出

さ

れ
た
。

「
た

"
ひ
ら

ぜ
め

に

せ
め

て
」

(

十

一
、
瓢
ぺ
4
行
)
、

「
た

.・
は
せ
じ

に

に
し

ね
や

・
物

共
」
(
十
一
瓢
ぺ
2
行
)
で
、

い
ず

れ
も
会

話
文

中

の
用
例

で
あ

る
。
新

ら

し

い
表
現

の
可
能

性

の
展

開

が
予

測
さ

れ
る
。五

以
上

、
上

代

か
ら
中
古

散

文
資
料

を

経

て
今

昔
物

語
集

に

い
た

る
。

「

二
」
を

介
す

る
同

一
動

詞
反
復

形
式

の
用
例

分
布

の
様
相

を
通

覧

し
た
。

そ
れ

は
管
見

の
資

料

・
用
例

の
範
囲

で

い
え

ば
、
次

の
如

き
流

れ

に
ま

と

め
ち

れ
よ
う
。

ま
ず

、
上

代

に
お

い
て
、
上

代
語

法

に
特
徴

的
な

繰

返
し
法

の

一
環

と

し

て
発

生
し

た
類

型

5

・
6
の
表
現

形
式

(
本

稿

一
に
あ

げ

た
用
例

①

「

ハ
ナ

ヱ
ミ

ニ
ヱ
ム
」

の
如

き

)
は
、

「
二
」

の
上
接

・
A
項

が
、
下

接
動

詞

「
ヱ
ム
」

を
含

み

こ
む
よ
う
な

修

飾
形

式

と
し

て
成
立

・
使

用
さ

れ

て

き

た

が

(こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
②
参
照
)、

そ

の

「
二
」

の
持

つ
強

い

指
向

性

に
支

え
ら

れ

て
同

一
動

詞

の
反
復

に
力

点
を

移
す

と
共

に
、
次

第

に
A

.
B
項

の
中

間

に
主

格

・
目
的
格

な

ど

の
語

句

を
挿

入
す

る
力
を

失

な

い
、

類
型

3

の
形

式

(
本
稿

一
で
あ

げ

た
用
例

②

「
ワ
ラ

ヒ

ニ
ナ

ン
ワ

ラ

フ
」

の
如
き

)
が
生
じ

て
き

た
。

そ

の
よ
う

に
反
復

形
式

の
反

復
性

が

指

示
性

よ
り

も
強
く

な

っ
た

と

こ
ろ

で
、
単

な

る
反
復

・
継

続

の
表
現

と

な

り
、

そ
う

な

る
と

、
そ

の
度
合

を
強
調

す

る

べ
く

、

程
度
副

詞
を

上
接
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し

て
補

強
す

る
形

式
を

生
じ

る

一
方

、

用
例
②

の
如

く

「
二
」

以
外

の
助

詞
を

添
加
す

る
形

式
を

生
ず

る
。

上
接

程
度
副

詞

は
上
代

で
は

イ

ヤ
が
主

で
あ

る

が
、
タ

ダ

の
語

性

と

「
ニ
」

の
語
性

と
が

共
震

し

た
た

め
か

タ
ダ

を
伴

な
う
形

式

(
本
稿

一
で
あ
げ

た
用
例

③

「
タ
ダ

ワ
ラ

ビ

ニ
ワ

ラ

フ
」
の

(14
)

如
き

)
が

、
平
安

中
期

に
は
固
定

し

た
。

こ

の
時
期

と

ほ

.・
時

を
同

じ
く

し

て
、
タ

ダ
が

イ

ヤ
に
と

っ
て

か
わ
り

、
中

間

に
語
句

を
挿

入
す

る
力

を

失
な

い
、
他

の
助

詞
を

添
加

す

る
傾
向

が
生

じ

て
き

て

い
る
。
本

稿

一
で

あ

げ

た
①
②

③

の
用
例

は
そ

の
ま

ま

の
順
序

で

こ
の
流
れ

の
大
筋

を
あ

ら

わ
し

て

い
る
か

の
如
く

で
あ
麺

。

又

こ

の
表
現

形
式

は
平
安

中

期

に
は
会

話

文

に
も

か
な

り
用

い
ら

れ
て

い
る

が
、
平
安

後
半

、
栄

花
物

語

に
至

っ

て
、

は

っ
き

り
地

の
文

の
表

現
、
す

な

わ
ち
文

章
語

的
な

表
現

に
固
定

し

て
、

今
昔
物

語
集

に

つ
づ

い
て

い
る
。

な

お
、

こ

の
表

現
形

式

の
も

つ
表
現

価
値

(
「
ニ
」

に
上

・
下
接
す

る

動
詞

の
意
味

的
な

限
定

、
使

用
場

面

の
限
定

)

の
変

遷
、

中
古

和
歌
資

料

の
検
討

、
今

昔
物

語
集

以
降

の
調

査
な

ど
、

問
題
を
多

く

残
し

て

い
る
。

今

後
を

期
し

た

い
。

主
腎
り
'

第
三
句

「花
咲
ホ
」
は
諸
注

一
致
し
て

「は
な
ゑ
み
に
」
と
訓
み
、
第
四
句

に
は

「

ゑ
み
し
が
か
ら
に
」

(日
本
古
典
文
学
大
系
本

)、
「ゑ
ま
し
し
か
ら
に
」
(塙
書
房
本
、

万
葉
集
注
釈

・
増
訂
万
葉
集
全
注
釈
)
、

「ゑ
ま
す
が
か
ら
に
」

(万
葉
集
私
注

・
新

校
万
葉
集

〉
な
ど
の
訓
み
が
み
ら
れ
る
。

「花
咲
」
は
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
で
は
「(名
詞
〉花
が
咲
く
こ
と
、笑
顔

の

比
喩
に
使
わ
れ
る
『
と
あ
る
。
万
葉
集

に
は
、
他
に

一
例

「花
咲
ホ
々
布
夫
亦
恵
美
天

(十
八
ー
四

一
一
六
)
が
あ
る
。

こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に
示
唆
を
う
け
た
。
森
重
敏

「修
飾
語
格
小

見
一
口
日
「
上
代
の
助
詞

「な
、
に
、
の
、
が
」
=
」

(国
語
国
文
第
十
七
巻
第

一
、

三
、
四
号
-
昭
和
二
三
年
二
、
五
、
七
月
)

こ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
例
え
ば
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
頭
注

(
松
尾
聰
校
注
)

日
本
古
典
文
学
全
集
口
語
訳

(三
谷
栄

一
訳
)
い
ず
れ
も
同
じ
く

「大
笑
い
を
な
さ
っ

た
」
と
訳
注
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
を
裏
書
す
る
如
く
、
宇
津
保
物
語
に
他
に
二
例

(大
系
本
口
80
ぺ
3
行
、
減
ぺ

1
行
〉
見
出
さ
れ
る

「タ
ダ
ワ
ラ
ヒ
ニ
ワ
ラ
フ
」
は
、
い
ず
れ
も
赤
ん
坊
の
描
写
に
用

い
ら
れ
、
又
、
絵
解
の
部
分
に
は

「人
見
て
は
た
.・
笑
ひ
に
て
う
つ
く
し
」

(二
卿
ぺ

1
行
)
と
い
う
用
例
も
、
同
じ
く
赤
ん
坊
の
様
子
の
説
明
に
み
え
る
。

今
昔
物
語
集
全
鵬
例

の
う
ち
①
型
16
例
、
②
型
11
例
、
③
型
91
例
、
そ
の
他
5
例
で

あ
る
。
今
昔
物
語
集
全
偽
例

の
う
ち
、
会
話
文
の
例
6
例
、
和
歌
用
例
な
し
、
地

の
文
用
例

が
m
例
を
占
め
る
。

調
査
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
霊
異
記
ー
日
本
古
典
文
学
大
系

三
宝
絵
ー
三
宝
絵
略
注

(山
田
孝
雄
著
、
宝
文
館
)、
日
本
往
生
極
楽
記
ー
群
書
類
従
第

五
輯

・
伝
部
三
、
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
ー
続
群
書
類
従
第
二
十
五
輯
下
、
本
朝
法
華
験
記

ー
続
群
書
類
従
第
八
輯
下
、
江
談
抄
11
群
書
類
従
第
十
七
輯
、
百
座
法
談
聞
書
抄
11
桜

楓
社
刊
、
佐
藤
亮
雄
校
注
。

調
査
に
用

い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
三
書
以
外
す
べ
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本

(

岩
波
)
で
あ
る
。

万
葉
集
11
桜
楓
社
刊
、
鶴
久
森
山
隆
編

「万
葉
集
」、
宣
命
11
国
民
古
典
文
庫

「古
事

記

・
祝
詞

・
宣
命
」

(朝
日
新
聞
社
)
所
収
の
続
日
本
紀
宣
命
、
讃
岐
典
侍
日
記
11

「

校
本
讃
岐
典
侍
日
記
」
今
小
路
覚
瑞
、
三
谷
幸
子
。
訓
み
は
原
則
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の

訓
み
に
従
い
、
本
稿
に
お
け
る
用
例
の
表
示
は
す
べ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
本
文

・
ペ
リ
ジ

数

・
行
数
に
よ
る
。
又
、
栄
花
物
語
上

・
下
巻
は
、
成
立
年
代

・
著
者
を
異
に
す
る
も

の
で
明
ら
か
に
文
体
も
異
な
る
の
で
、
別
書
と
し
て
扱
っ
た
。

類
型
4
の
用
例
が
こ
の
よ
う
に
稀
で
あ
る
こ
と
は
、
単
に
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く

こ
の
表
現
形
式
の
成
立
の
要
因
お
よ
び
過
程
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
、

一
19

一



詳
述
は
ひ
か
え
る
。

(11
〉

源
氏
物
語
の
19
例
は
作
品
の
言
語
量
を
考
え
れ
ば
決
し
て
多
く
は
な

い
。

(
12
)

調
う査
に
用

い
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
古
本
説
話
集
ー
古
本
説
話
集
総

索
引
本
文
篇

(山
内
洋

一
郎

・
風
間
書
房
)
、
平
家
物
語
ー
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。

(
13
)

古
本
説
話
集

の
11
例
は
言
語
量
に
比
し
て
多

い
が
、
こ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
と
の
類

話
関
係
を
無
視
で
き
な
い
。
事
実
十

一
例
の
う
ち
、
七
例
ま
で
が
、
今
昔
物
語
集
と
ほ

ぼ
同
文
的
な
説
話
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。

(
14
)

タ
ダ
の
性
質
、
従

っ
て
、

「
一こ

の
上
接
部
分
の
性
格
に
つ
い
て
の
検
討
に
よ
り
、

同
じ
く
類
型
1

・
2
の
表
現
形
式

「タ
ダ
ナ
キ
ニ
ナ
ク
」
型
に
お
い
て
も
、
二
つ
の
系

統
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
、
今
は
触
れ
る
ゆ
と
り
が
な
い
。

(
15
)

山
ロ
亮
二

「動
詞

の
重
複
形
式
に
つ
い
て
ー
「に
」
「と
」
を
介
す
る
形
式
を
主
に
ー
」

(国
語
国
文
第
29
巻
第
6
号
、
昭
35

・
6
)
に
、
拙
稿
と
は
具
な
る
展
開
の
考
え
方
が

示
さ
れ
て
い
る
。

(付
記
1
)

伊
勢
物
語
四
十
段

「思
ひ
は

い
や
ま
さ
り
に
ま
さ
る
」
、
こ
の
例
は
、
地
の
文

で
あ
る
が
、
上

・
下
接
動
詞
が

「
マ
サ
ル
」
で
あ
る
こ
と
、
上
代
用
例
に
多

い

「イ
ヤ

マ
ス
マ
ス
ニ
」
と
無
縁
で
は
あ
る
ま

い
。

(付
記
2
)

万
葉
集
五
-
八
九
四

・
山
上
憶
良

「
み
つ
の
は
ま
ぴ
に
た
.・
は
て
に
み
ふ
ね
は

は
て
む
」

(多
太
泊
ホ
美
船
播
将
泊
〉。
こ
の
例
も
、

「
二
」
を
介
し
て
、
同

一
動
詞
は

直
接
し
て
い
な
い
。

一20リ


